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アメニティ・ネットワーク・フォーラム４

若手福祉従事者の現状と今後の展望に関する
アンケート
～速報～

平成22年2月5日
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「１万人の声で描く新しい福祉の未来のカタチ」

� 目的：
福祉現場の最前線で働く若手従事者（10代～30代）が現在抱

えている悩みや不安などの情報を収集・分析をすることにより、
背景にある社会の仕組みや問題点を明確にする。調査によって集
められた様々な情報をもとに、人材育成や政策提言に結び付ける
。

アンケートURL
http://www.insweb-q/wakamono/
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現在の悩みや不安について

�平均点は3.33ptとやや悩んでいる傾向

�「悩んでいる」層と「悩んでいない」層に二分化
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【現在の仕事に従事している中で、どの程度悩ましいと感じておられますか？】
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現在の悩みや不安について ～年齢別～

� 20代前半はあまり悩んでいない
� 20代後半から悩みは拡大し、30代になると7割以上が悩んでいる

【現在の仕事に従事している中で、どの程度悩ましいと感じておられますか？】
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現在の悩みや不安について ～項目別～

�「給与が低くて将来の生活が不安」が突出（4.06pt）
�「給与が低く生活できない」(3.40pt）「過重労働」（3.13pt）

【現在の仕事に従事している中で、どの程度悩ましいと感じておられますか？】
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現在の悩みや不安について ～建て前と本音～

�給与や将来に不安を感じていても、総じれば悩みになっていない
�それよりも「利用者との関係がうまくいかない」という専門性に関
わる部分での悩みの方が、根深い悩みに繋がっている

【悩み（直接質問）と総合へのインパクト】

-5.0 -4.0 -3.0 -2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0

※インパクト：数量化Ⅰ類分析による「レンジ」を使用
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【ご参考】現在の悩みや不安について ～自由回答～
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福祉職＝過重労働・低賃金というイメージ？

�かなり思う31.3%、やや思う54.2%と85%以上が「思う」

【メディアでよく言われている「福祉職＝過重労働・低賃金」というイメージ
はその通りであると思いますか？】
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生涯この仕事を続けたいですか？

�「是非続けたい」31.3%、「できれば続けたい」50.0%と8割以上が

続けたいと考えている

【生涯この仕事を続けたいですか？】
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【ご参考】福祉職のイメージについて ～自由回答～
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現在の仕事において求めているもの

�賃金の値上げ、管理力のスキルアップ、事業所の環境作り…

【現在の仕事において求めているものは？】
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これからの福祉の未来について ～自由回答～


